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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　識別情報をアクセスポイントにおいて生成すること、前記識別情報は、近隣報告または
アクセスポイント能力情報のうちの少なくとも１つを含み、ここにおいて、前記アクセス
ポイント能力情報は、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｉプロトコルに従
って高速初期リンクセットアップ（ＦＩＬＳ）インジケーション要素で搬送される、と、
　ワイヤレスネットワークの専用チャネルを介して前記識別情報をブロードキャストする
こと、前記専用チャネルは、近隣報告をブロードキャストするために前記ワイヤレスネッ
トワークの多数のアクセスポイントによって共有される共通チャネルを備える、と
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記近隣報告は、前記ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉプロトコルによる低減された近隣報告
を含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アクセスポイント能力情報は、前記アクセスポイントと関連したアクセスポイント
セキュリティ情報と、前記アクセスポイントの上位レイヤ能力を示す上位レイヤ能力情報
とを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記専用チャネルは、非重複チャネルのセットにおける特定のチャネルを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記アクセスポイントは、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセスポイントを備え、前記ワ
イヤレスネットワークは、ＩＥＥＥ８０２．１１ワイヤレスネットワークを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセスポイントは、デュアルバンドアクセスポイント
を備える、
　請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセスポイントは、シングルバンドアクセスポイント
を備える、
　請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記近隣報告は、前記ワイヤレスネットワークにおける隣接アクセスポイントのリスト
を含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記隣接アクセスポイントのリスト中の各アクセスポイントは、別個のチャネルで動作
している、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記近隣報告は、前記専用チャネルを介して前記アクセスポイントからブロードキャス
トされたビーコンフレーム、前記専用チャネルを介して前記アクセスポイントからブロー
ドキャストされたＦＩＬＳ発見フレーム、または前記アクセスポイントからのプローブ応
答のうちの１つに含まれる、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記識別情報の前記ブロードキャストの前に１つまたは複数の対応するアクセスポイン
トからの１つまたは複数のブロードキャストされた近隣報告を検出するために特定の時間
期間の間前記専用チャネルをスキャンすることをさらに備え、
　前記アクセスポイントは、前記１つまたは複数のブロードキャストされた近隣報告の対
応する信号強度に基づいて前記識別情報の前記ブロードキャストを抑制すべきかどうかを
決定する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　第２の近隣報告と第２のアクセスポイント能力情報とを前記アクセスポイントのプライ
マリ動作チャネルでブロードキャストすることをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　別のアクセスポイントからブロードキャストされた別の近隣報告の受信信号強度が閾値
を満たす場合、前記アクセスポイントからの特定の近隣報告のブロードキャストが抑制さ
れる、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　他のアクセスポイントからブロードキャストされた対応する近隣報告の信号強度が閾値
を満たす場合、前記アクセスポイントからの特定の近隣報告のブロードキャストが抑制さ
れる、
　請求項１に記載の方法。
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【請求項１５】
　前記対応する近隣報告の前記信号強度は、３つの対応する近隣報告の少なくとも３つの
信号強度に対応する、
　請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
　を備え、前記メモリは、
　　識別情報をアクセスポイントにおいて生成すること、前記識別情報は、近隣報告また
はアクセスポイント能力情報のうちの少なくとも１つを含み、ここにおいて、前記アクセ
スポイント能力情報は、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｉプロトコルに
従って高速初期リンクセットアップ（ＦＩＬＳ）インジケーション要素で搬送される、と
、
　　ワイヤレスネットワークの専用チャネルを介して前記識別情報をブロードキャストす
ること、前記専用チャネルは、近隣報告をブロードキャストするために前記ワイヤレスネ
ットワークの多数のアクセスポイントによって共有される共通チャネルを備える、と
　を備える動作を実行するために前記プロセッサによって実行可能である命令を記憶する
、
　装置。
【請求項１７】
　前記近隣報告は、前記ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉプロトコルによる低減された近隣報告
を含む、
　請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記アクセスポイント能力情報は、前記アクセスポイントと関連したアクセスポイント
セキュリティ情報と、前記アクセスポイントの上位レイヤ能力を示す上位レイヤ能力情報
とを含む、
　請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　前記近隣報告は、前記専用チャネルを介して前記アクセスポイントからブロードキャス
トされたビーコンフレーム、前記専用チャネルを介して前記アクセスポイントからブロー
ドキャストされたＦＩＬＳ発見フレーム、または前記アクセスポイントからのプローブ応
答のうちの１つに含まれる、
　請求項１６に記載の装置。
【請求項２０】
　前記動作は、
　前記識別情報の前記ブロードキャストの前に１つまたは複数の対応するアクセスポイン
トからの１つまたは複数のブロードキャストされた近隣報告を検出するために特定の時間
期間の間前記専用チャネルをスキャンすることをさらに備え、
　前記アクセスポイントは、前記１つまたは複数のブロードキャストされた近隣報告の対
応する信号強度に基づいて前記識別情報の前記ブロードキャストを抑制すべきかどうかを
決定するように構成される、
　請求項１６に記載の装置。
【請求項２１】
　プロセッサによって実行されたとき、前記プロセッサに、
　識別情報をアクセスポイントにおいて生成すること、前記識別情報は、近隣報告または
アクセスポイント能力情報のうちの少なくとも１つを含み、ここにおいて、前記アクセス
ポイント能力情報は、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｉプロトコルに従
って高速初期リンクセットアップ（ＦＩＬＳ）インジケーション要素で搬送される、と
　ワイヤレスネットワークの専用チャネルを介して前記識別情報のブロードキャストを開
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始すること、前記専用チャネルは、近隣報告をブロードキャストするために前記ワイヤレ
スネットワークの多数のアクセスポイントによって共有される共通チャネルを備える、と
　を行わせる命令を備える、コンピュータプログラム。
【請求項２２】
　前記近隣報告は、前記ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉプロトコルによる低減された近隣報告
を含む、
　請求項２１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２３】
　ワイヤレスネットワークの専用チャネルの少なくとも１つのブロードキャストされた近
隣報告の信号強度を決定するための手段、前記専用チャネルは、近隣報告をブロードキャ
ストするために前記ワイヤレスネットワークの多数のアクセスポイントによって共有され
る共通チャネルを備える、と、
　前記信号強度が閾値を満たし損なっているという決定に応答して前記専用チャネルを介
して識別情報をブロードキャストするための手段、前記識別情報は、近隣報告またはアク
セスポイント能力情報のうちの少なくとも１つを含み、ここにおいて、前記アクセスポイ
ント能力情報は、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｉプロトコルに従って
高速初期リンクセットアップ（ＦＩＬＳ）インジケーション要素で搬送される、と
　を備える、装置。
【請求項２４】
　前記近隣報告は、前記ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉプロトコルによる低減された近隣報告
を含む、
　請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記専用チャネルは、非重複チャネルのセットにおける特定のチャネルを備える、
　請求項２３に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　[0001]本出願は、２０１４年３月３１日に出願された「ＤＥＤＩＣＡＴＥＤ　ＣＨＡＮ
ＮＥＬ　ＦＯＲ　ＦＡＳＴ　ＩＮＩＴＩＡＬ　ＬＩＮＫ　ＳＥＴＵＰ　ＩＮ　Ａ　ＷＩＲ
ＥＬＥＳＳ　ＮＥＴＷＯＲＫ」と題する米国仮特許出願第６１／９７２，８５１号、およ
び２０１５年３月２６日に出願された米国非仮特許出願第１４／６７０，１１８号の優先
権を主張し、これらの内容は、全体が参照により明確に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に、ワイヤレスネットワークにおける高速初期リンクセットアッ
プのための専用チャネルに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]技術の進歩は、より小さくより強力なコンピューティングデバイスをもたらして
いる。たとえば、現在、小さく、軽量で、ユーザによって容易に持ち運ばれるポータブル
ワイヤレス電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、およびページングデバイスなどの、ワイアレ
スコンピューティングデバイスを含むいろいろなポータブルパーソナルコンピューティン
グデバイスが存在する。より詳細には、セルラ電話およびインターネットプロトコル（Ｉ
Ｐ）電話などのポータブルワイヤレス電話は、ワイヤレスネットワークを介して音声とデ
ータパケットとを通信することができる。さらに、多くのそのようなワイヤレス電話は、
その中に組み込まれる他のタイプのデバイスを含む。たとえば、ワイヤレス電話は、デジ
タルスチルカメラと、デジタルビデオカメラと、デジタルレコーダと、オーディオファイ
ルプレーヤとをさらに含むことができる。さらに、そのようなワイヤレス電話は、インタ
ーネットにアクセスするために使用され得る、ウェブブラウザアプリケーションなどのソ
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フトウェアアプリケーションを含む実行可能な命令を処理することができる。したがって
、これらのワイヤレス電話は、かなりのコンピューティング能力を含むことができる。
【０００４】
　[0004]電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）は、ワイヤレスネットワーキングに関連する様
々な業界仕様を発表しており、そのうちの多くは、「ＩＥＥＥ８０２．１１」という名称
で示されている。一般には、仕様が立案される前に、調査グループおよび／またはタスク
グループが、特定のワイヤレス技術の利害関係および実現可能性を評価するために形成さ
れる。たとえば、「ａｉ」タスクグループ（ＴＧａｉまたはＩＥＥＥ８０２．１１ａｉと
呼ばれる）は高速初期リンクセットアップ（ＦＩＬＳ）に関連する。ＴＧａｉは、アクセ
スポイントによってビーコン、プローブ応答、またはＦＩＬＳ発見フレームで送信され得
る低減された近隣報告（ＲＮＲ：reduced neighbor report）情報要素（ＩＥ）を使用し
て近辺情報をブロードキャストすることを提案している。ひとたび局（たとえば、ワイヤ
レス電話または他のワイヤレスデバイス）がＲＮＲ　ＩＥを受信すれば、局は、「好まし
い」アクセスポイントとのリンクを確立するためにＲＮＲ　ＩＥの情報を使用することが
できる。
【０００５】
　[0005]ＩＥＥＥ８０２．１１ネットワークの８０２．１１ａｉアクセスポイントからの
隣接アクセスポイント能力情報を（ＲＮＲ　ＩＥを介して）受信するために、ＩＥＥＥ８
０２．１１ネットワークに入る局は、ＲＮＲ　ＩＥを含むプローブ応答を受信するのにＲ
ＮＲ　ＩＥのためのランダムに選択されたチャネルをスキャンするかまたはランダムに選
択されたチャネルを介してプローブ要求をブローキャストすることができる。しかしなが
ら、８０２．１１ａｉアクセスポイントが、ランダムに選択されたチャネルで動作してい
ない場合、局は、ＲＮＲ　ＩＥを受信するために別のチャネルをスキャンしなければなら
ない（または別のチャネルで別のプローブ要求をブローキャストしなければならない）こ
とがある。ＲＮＲ　ＩＥのために多数のチャネルをスキャンするのは、好ましいアクセス
ポイントとのリンクを確立するための時間の量を増加させることがある。たとえば、ＩＥ
ＥＥ８０２．１１ネットワークのデュアルバンドアクセスポイントは、２．４ギガヘルツ
（ＧＨｚ）周波数帯と５ＧＨｚ周波数帯とで動作することができる。２．４ＧＨｚ周波数
帯は１１個のチャネルを含むことができ、５ＧＨｚ周波数帯は１２個のチャネルを含むこ
とができる。したがって、事例によっては、局は、ＩＥＥＥ８０２．１１ネットワークの
８０２．１１ａｉアクセスポイントからのＲＮＲ　ＩＥを受信する前に２３個のチャネル
までスキャンすることがある。多数のチャネルをスキャンすることおよび／または探索す
ることは、初期リンクセットアップ時間を増加させる。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本開示は、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｉ準拠アクセスポイ
ントなどのアクセスポイントからの近隣報告（たとえば、低減された近隣報告）を得るた
めにモバイルデバイスが専用チャネルをスキャンできるようにする技法とプロトコルとを
提示する。たとえば、モバイルデバイスは、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセスポイント
によって送信される、低減された近隣報告を含むＦＩＬＳフレーム（たとえば、ビーコン
フレーム、ＦＩＬＳ発見フレーム、および／またはプローブ応答フレーム）のために高速
初期セットアップリンク（ＦＩＬＳ）チャネルをスキャンすることができる。
【０００７】
　[0007]例証すると、ＩＥＥＥ８０２．１１ワイヤレスネットワークに入る際、モバイル
デバイスは、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセスポイントの存在を検出するために規定さ
れたＦＩＬＳチャネルをスキャンする（たとえば、規定されたＦＩＬＳチャネルに同調す
る）ことができる。たとえば、ＦＩＬＳチャネルは、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセス
ポイントが、低減された近隣報告（たとえば、隣接アクセスポイントのリストを含む報告
）を送信する（たとえば、ブロードキャストする）所定のチャネルとすることができる。
低減された近隣報告は、ビーコン、プローブ応答フレーム、および／またはＦＩＬＳ発見
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フレームを介して送信され得る。低減された近隣報告の検出に応答して、モバイル局は、
「好ましい」アクセスポイントに関する情報を得ることができる。好ましいアクセスポイ
ントは、モバイルデバイスのワイヤレスサービスプロバイダによって提供されるアクセス
ポイントまたはモバイルデバイスのユーザによって好まれるワイヤレスネットワークのア
クセスポイントとすることができる。モバイルデバイスは、好ましいアクセスポイントの
動作クラス、好ましいアクセスポイントのプライマリ動作チャネル、好ましいアクセスポ
イントの基本サービスセット識別子（ＢＳＳＩＤ）、好ましいアクセスポイントのターゲ
ットビーコン送信時間（ＴＢＴＴ）などに関する情報を得ることができる。モバイルデバ
イスは、好ましいアクセスポイントとの認証ルーチン（またはハンドシェイク）を実行す
る（たとえば、好ましいアクセスポイントとの通信リンクを確立する）ために、得られた
情報を使用することができる。加えてまたは代替では、モバイルデバイスは、低減された
近隣報告を含むフレーム（たとえば、ビーコン、ＦＩＬＳ発見またはブロードキャストプ
ローブ応答フレーム）を検出することなしに特定の量の時間（たとえば、約５ミリ秒（ｍ
ｓ））の間ＦＩＬＳチャネルをスキャンした後、プローブ要求をＦＩＬＳチャネルでブロ
ードキャストすることができる。ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセスポイントは、ＦＩＬ
Ｓチャネルでのプローブ要求の検出に応答して、低減された近隣報告を含むプローブ応答
をモバイルデバイスに送信することができる。
【０００８】
　[0008]本開示の技法およびプロトコルによれば、少なくとも１つのＩＥＥＥ８０２．１
１ａｉアクセスポイントは、プローブ要求を受信し、低減された近隣報告を含むＦＩＬＳ
フレームを生成させ、および／またはＦＩＬＳチャネルを介してモバイルデバイスにＦＩ
ＬＳフレームを送信するために、ＦＩＬＳチャネルとの「軽快な」アソシエーションを維
持することができる。例証すると、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセスポイントは、標準
アクセスポイント動作を実行するように構成されたプライマリ無線と、「軽く負荷をかけ
られており」、ＩＥＥＥ８０２．１１ネットワークにアクセスするＩＥＥＥ８０２．１１
ａｉ局（たとえば、モバイルデバイス）に情報（たとえば、低減された近隣報告）を供給
するように構成されたセカンダリ無線（たとえば、ＦＩＬＳ無線）とを有するデュアルバ
ンド（たとえば、デュアル無線）アクセスポイントとすることができる。
【０００９】
　[0009]代替として、プローブ要求を受信し、プローブ応答を生成させ、ＦＩＬＳチャネ
ルを介してモバイルデバイスにプローブ応答を送信するのに、ＦＩＬＳチャネルがプライ
マリ動作チャネルと異なる場合、少なくとも１つのＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセスポ
イントはプライマリ動作チャネルを無視することができる。例証すると、ＩＥＥＥ８０２
．１１ａｉアクセスポイントは、プライマリ動作チャネルのトラフィックを阻止するため
に自己送信可（ＣＴＳ）パケットを発行するシングルバンドアクセスポイントとすること
ができる。シングルバンドアクセスポイントは、プローブ要求を受信し、低減された近隣
報告を含むＦＩＬＳフレームを生成させ、および／またはＦＩＬＳチャネルを介してモバ
イルデバイスにＦＩＬＳフレームを送信するために、ＦＩＬＳチャネルに同調することが
できる。
【００１０】
　[0010]ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセスポイントは、ＦＩＬＳチャネルのトラフィッ
クを低減させるためにコーディネーション方式を利用することができる。たとえば、ＦＩ
ＬＳフレームを送信する（たとえば、ブロードキャストする）前に、ＩＥＥＥ８０２．１
１ａｉアクセスポイントは、他のアクセスポイントからのＦＩＬＳフレームを検出するた
めに比較的短い量の時間（たとえば、５ｍｓ）の間ＦＩＬＳチャネルを「傾聴する」こと
ができる。ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセスポイントは、２つの規準の少なくとも一方
が満たされている場合、ＦＩＬＳフレームの送信を抑制することができる。第１に、ＩＥ
ＥＥ８０２．１１ａｉアクセスポイントは、少なくとも１つの他のアクセスポイントがＦ
ＩＬＳフレームを短い範囲でブロードキャストしている場合、ＦＩＬＳフレームの送信を
抑制することができる。たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセスポイントが比較的
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高い受信信号強度指標（ＲＳＳＩ）を有するＦＩＬＳチャネルのＦＩＬＳフレームを検出
する場合、他のアクセスポイントのカバレッジ区域がＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセス
ポイントのカバレッジ区域と同様である可能性が最も高いので、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ
ｉアクセスポイントは、ＦＩＬＳフレームの送信を抑制することができる。第２に、３つ
の他のアクセスポイントがＦＩＬＳチャネルにおいて中程度の範囲（たとえば、中程度の
ＲＳＳＩ）でＦＩＬＳフレームをブロードキャストしている場合、ＩＥＥＥ８０２．１１
ａｉアクセスポイントは、ＦＩＬＳフレームの送信を抑制することができる。中程度の範
囲でＦＩＬＳフレームをブロードキャストする３つのアクセスポイントとは、ＩＥＥＥ８
０２．１１ａｉアクセスポイントが、近似的に、３つのアクセスポイントで形成される三
角形内にあり、その結果、３つのアクセスポイントのカバレッジ区域が、集団で、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１ａｉアクセスポイントのカバレッジ区域と同様であることを意味すること
ができる。しかしながら、いずれかの規準が満たされており、ＦＩＬＳチャネル上でブロ
ードキャストされたＦＩＬＳフレームの低減された近隣報告がＩＥＥＥ８０２．１１ａｉ
アクセスポイントの低減された近隣報告における近隣アクセスポイントのすべてをリスト
しないとＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセスポイントが決定する場合、ＩＥＥＥ８０２．
１１アクセスポイントは、送信抑制を無効にし、ＦＩＬＳフレームをＦＩＬＳチャネルで
ブロードキャストすることができる。
【００１１】
　[0011]本明細書で説明される技法の１つの例によれば、方法は、識別情報をアクセスポ
イントにおいて生成させることと、識別情報をワイヤレスネットワークの専用チャネルを
介してブロードキャストすることとを含む。識別情報は、近隣報告（たとえば、低減され
た近隣報告）、アクセスポイント能力情報（たとえば、アクセスポイントと関連したアク
セスポイントセキュリティ情報、およびアクセスポイントの上位レイヤ能力を示す上位レ
イヤ能力情報）、またはそれらの組合せを含む。アクセスポイント能力情報は、電気電子
技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｉプロトコルに従って高速初期リンクセットアッ
プ（ＦＩＬＳ）インジケーション要素で搬送される。
【００１２】
　[0012]本明細書で説明される技法の別の例によれば、装置は、プロセッサと、プロセッ
サに結合されたメモリとを含む。メモリは、動作を実行するためにプロセッサによって実
行可能である命令を記憶する。動作は、識別情報をアクセスポイントにおいて生成させる
ことと、識別情報をワイヤレスネットワークの専用チャネルを介してブロードキャストす
ることとを含む。識別情報は、近隣報告（たとえば、低減された近隣報告）、アクセスポ
イント能力情報（たとえば、アクセスポイントと関連したアクセスポイントセキュリティ
情報、およびアクセスポイントの上位レイヤ能力を示す上位レイヤ能力情報）、またはそ
れらの組合せを含む。アクセスポイント能力情報は、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８
０２．１１ａｉプロトコルに従って高速初期リンクセットアップ（ＦＩＬＳ）インジケー
ション要素で搬送される。
【００１３】
　[0013]本明細書で説明される技法の別の例によれば、非一時的コンピュータ可読媒体は
、プロセッサによって実行されたとき、プロセッサに、アクセスポイントにおいて識別情
報を生成させ、ワイヤレスネットワークの専用チャネルを介する識別情報のブロードキャ
ストを開始させる命令を含む。識別情報は、近隣報告（たとえば、低減された近隣報告）
、アクセスポイント能力情報（たとえば、アクセスポイントと関連したアクセスポイント
セキュリティ情報、およびアクセスポイントの上位レイヤ能力を示す上位レイヤ能力情報
）、またはそれらの組合せを含む。アクセスポイント能力情報は、電気電子技術者協会（
ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｉプロトコルに従って高速初期リンクセットアップ（ＦＩＬＳ
）インジケーション要素で搬送される。
【００１４】
　[0014]本明細書で説明される技法の別の例によれば、装置は、ワイヤレスネットワーク
の専用チャネルの少なくとも１つのブロードキャストされた近隣報告の信号強度を決定す
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るための手段と、信号強度が閾値を満たし損なっているという決定に応答して専用チャネ
ルを介して識別情報をブロードキャストするための手段とを含む。識別情報は、近隣報告
（たとえば、低減された近隣報告）、アクセスポイント能力情報（たとえば、アクセスポ
イントと関連したアクセスポイントセキュリティ情報、およびアクセスポイントの上位レ
イヤ能力を示す上位レイヤ能力情報）、またはそれらの組合せを含む。アクセスポイント
能力情報は、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｉプロトコルに従って高速
初期リンクセットアップ（ＦＩＬＳ）インジケーション要素で搬送される。
【００１５】
　[0015]本明細書で説明される技法の別の例によれば、方法は、ワイヤレスネットワーク
のアクセスポイントからのブロードキャストされた情報を検出するためにワイヤレスネッ
トワークの専用チャネルを第１の局においてスキャンすることを含む。方法は、特定の識
別可能なアクセスポイントに関する識別情報を、ブロードキャストされた情報から得るこ
とをさらに含む。ブロードキャストされる情報は、近隣報告（たとえば、低減された近隣
報告）、アクセスポイント能力情報（たとえば、特定の識別可能なアクセスポイントと関
連したアクセスポイントセキュリティ情報、および特定の識別可能なアクセスポイントの
上位レイヤ能力を示す上位レイヤ能力情報）、またはそれらの組合せを含む。アクセスポ
イント能力情報は、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｉプロトコルに従っ
て高速初期リンクセットアップ（ＦＩＬＳ）インジケーション要素で搬送される。
【００１６】
　[0016]本明細書で説明される技法の別の例によれば、装置は、プロセッサと、プロセッ
サに結合されたメモリとを含む。メモリは、動作を実行するためにプロセッサによって実
行可能である命令を記憶する。動作は、ワイヤレスネットワークのアクセスポイントから
のブロードキャストされた情報を検出するためにワイヤレスネットワークの専用チャネル
を第１の局においてスキャンすることを含む。動作は、特定の識別可能なアクセスポイン
トに関する識別情報を、ブロードキャストされた情報から得ることをさらに含む。ブロー
ドキャストされる情報は、近隣報告（たとえば、低減された近隣報告）、アクセスポイン
ト能力情報（たとえば、特定の識別可能なアクセスポイントと関連したアクセスポイント
セキュリティ情報、および特定の識別可能なアクセスポイントの上位レイヤ能力を示す上
位レイヤ能力情報）、またはそれらの組合せを含む。アクセスポイント能力情報は、電気
電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｉプロトコルに従って高速初期リンクセット
アップ（ＦＩＬＳ）インジケーション要素で搬送される。
【００１７】
　[0017]本明細書で説明される技法の別の例によれば、非一時的コンピュータ可読媒体は
、プロセッサによって実行されたとき、プロセッサに、ワイヤレスネットワークのアクセ
スポイントからのブロードキャストされた情報を検出するためにワイヤレスネットワーク
の専用チャネルのスキャンを第１の局において開始させる命令を含む。命令は、さらに、
プロセッサが、特定の識別可能なアクセスポイントに関する識別情報を、ブロードキャス
トされた情報から得られるように実行可能である。ブロードキャストされる情報は、近隣
報告（たとえば、低減された近隣報告）、アクセスポイント能力情報（たとえば、特定の
識別可能なアクセスポイントと関連したアクセスポイントセキュリティ情報、および特定
の識別可能なアクセスポイントの上位レイヤ能力を示す上位レイヤ能力情報）、またはそ
れらの組合せを含む。アクセスポイント能力情報は、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８
０２．１１ａｉプロトコルに従って高速初期リンクセットアップ（ＦＩＬＳ）インジケー
ション要素で搬送される。
【００１８】
　[0018]本明細書で説明される技法の別の例によれば、装置は、ワイヤレスネットワーク
のアクセスポイントからのブロードキャストされた情報を検出するためにワイヤレスネッ
トワークの専用チャネルをスキャンするための手段を含む。装置は、特定の識別可能なア
クセスポイントに関する識別情報を、ブロードキャストされた情報から得るための手段を
さらに含む。ブロードキャストされる情報は、近隣報告（たとえば、低減された近隣報告
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）、アクセスポイント能力情報（たとえば、特定の識別可能なアクセスポイントと関連し
たアクセスポイントセキュリティ情報、および特定の識別可能なアクセスポイントの上位
レイヤ能力を示す上位レイヤ能力情報）、またはそれらの組合せを含む。アクセスポイン
ト能力情報は、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｉプロトコルに従って高
速初期リンクセットアップ（ＦＩＬＳ）インジケーション要素で搬送される。
【００１９】
　[0019]開示される態様の少なくとも１つによって提供される１つの利点は、局（たとえ
ば、モバイルデバイス）が局の好ましいアクセスポイントを見いだすための初期スキャン
の減少である。たとえば、局は、好ましいアクセスポイントに関する情報を有している場
合もあり有していない場合もあるランダムなチャネルを選択的にスキャンする／探索する
こととは対照的に、専用チャネルをスキャンするおよび／または探索することによって好
ましいアクセスポイントに関する情報（たとえば、低減された近隣報告）を得ることがで
きる。本開示の他の態様、利点、および特徴は、以下のセクションを含む本出願全体を調
査した後明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】専用チャネルを介して高速初期リンクセットアップを可能にするように動作可能
なシステムの図。
【図２】専用チャネルを介して高速初期リンクセットアップを可能にするように動作可能
な別のシステムの図。
【図３】専用チャネルを介して高速初期リンクセットアップを可能にする例示的な方法の
流れ図。
【図４】専用チャネルを介して高速初期セットアップを可能にする別の例示的な方法の流
れ図。
【図５】専用チャネルを介して高速初期リンクセットアップを可能にする別の例示的な方
法の流れ図。
【図６】専用チャネルを介して高速初期セットアップを可能にする別の例示的な方法の流
れ図。
【図７】本明細書で開示される１つまたは複数の方法、システム、装置、および／または
コンピュータ可読媒体の様々な技法をサポートするように動作可能なワイヤレスデバイス
の図。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　[0027]本開示の特定の技法が図面を参照しながら説明される。説明において、共通の特
徴は、図面の全体を通して共通の参照番号によって指定される。
【００２２】
　[0028]電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１タスクグループ（ＴＧ）ａｉ（以
下、「ＴＧａｉ」）は、高速初期リンクセットアップ（ＦＩＬＳ）の調査に含まれるタス
クグループである。ＴＧａｉサブミッションによれば、低減された近隣報告（ＲＮＲ）情
報要素（ＩＥ）などの近隣情報は、ビーコン応答、プローブ応答、またはＦＩＬＳ発見フ
レームに含まれ得る。たとえば、アクセスポイントは、アクセスポイントと関連していな
いモバイルデバイス（たとえば、モバイル局（ＳＴＡ））にＲＮＲ　ＩＥを供給すること
ができる。ＲＮＲ　ＩＥは、アクセスポイントの近隣の（たとえば、周囲の）１つまたは
複数のアクセスポイントを識別するかまたは参照することができ、関連していないモバイ
ルデバイスが「好ましい」アクセスポイント（たとえば、特定のワイヤレスサービスプロ
バイダによって提供されるアクセスポイント）を見いだすのを支援することができる。Ｒ
ＮＲ　ＩＥで識別されるアクセスポイントごとに、ＲＮＲ　ＩＥは、アクセスポイントの
チャネル（たとえば、動作チャネル）と、アクセスポイントのターゲットビーコン送信時
間（ＴＢＴＴ）とを識別する情報を含むことができる。ＴＢＴＴは、ＲＮＲ　ＩＥと関連
した時間からのオフセットとして表され得る。したがって、モバイルデバイスは、ＲＮＲ
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　ＩＥの情報に基づいて特定の（たとえば、好ましい）アクセスポイントを識別すること
ができ得る。
【００２３】
　[0029]その上、モバイルデバイスは、アクセスポイントの動作チャネルとターゲットビ
ーコン送信時間とをＲＮＲ　ＩＥから決定することができ、したがって、モバイルデバイ
スはアクセスポイントからビーコンを受信し、多数のチャネルをスキャンする必要なしに
および延長した時間の期間の間スキャンする必要なしにアクセスポイントとの認証／アソ
シエーションプロセスを開始することができ得る。モバイルデバイスは、さらに、ビーコ
ンに含まれるＦＩＬＳフィールドを介してアクセスポイントに関する追加の能力情報を集
めることができ得る。モバイルデバイスは、プローブ応答を請求するために特定の（たと
えば、好ましい）アクセスポイントにプローブ要求を送るのにＲＮＲ　ＩＥの動作チャネ
ル情報を使用することができる。プローブ応答は、アクセスポイントに関する追加の能力
情報を（たとえば、１つまたは複数のＦＩＬＳフィールドに）含むことができる。ＦＩＬ
ＳインジケーションＩＥ（ビーコン、ＦＩＬＳ発見フレーム、および／またはプローブ応
答フレームに含まれる）は、サブネット識別名（ＩＤ）などのアクセスポイントに関する
追加情報、セキュリティ情報などをさらに含むことができる。それゆえに、ＲＮＲ　ＩＥ
とＦＩＬＳインジケーションＩＥとにより、モバイルデバイスは、スキャン時間および／
または探索オーバヘッドを減少させながら関連するために利用可能なアクセスポイントを
迅速に選択することが可能になり得る。ＲＮＲ　ＩＥは、サービスセット識別名（ＳＳＩ
Ｄ）を含むことができる。たとえば、ＳＳＩＤは、以前にアクセスポイントに一度も関連
したことがない局にとって基本サービスセット識別名（ＢＳＳＩＤ）よりも有利であり得
る。たとえば、同じ拡張サービスセット識別子（ＥＳＳＩＤ）の異なるアクセスポイント
が同じＳＳＩＤを有し得るので、ＳＳＩＤはより有用であり得る。
【００２４】
　[0030]開示されるシステム、デバイス、および方法は、モバイルデバイスが、スキャン
時間および／または探索オーバヘッドを減少させるために専用チャネルを介してＲＮＲ　
ＩＥを受信できるようにすることができる。たとえば、ワイヤレスネットワーク（たとえ
ば、ＩＥＥＥ８０２．１１ワイヤレスネットワーク）の各アクセスポイントは、ビーコン
と、プローブ応答と、ＦＩＬＳ発見フレームとを専用チャネルで送信する（たとえば、ブ
ロードキャストする）ことができる。ワイヤレスネットワーク内の局は、ビーコン、プロ
ーブ応答、またはＦＩＬＳ発見フレームからのＲＮＲ　ＩＥを受信するために専用チャネ
ルに同調することができる。受信したＲＮＲ　ＩＥに基づいて、局は、ワイヤレスネット
ワークにおける好ましいアクセスポイントを見いだすことができる。
【００２５】
　[0031]図１を参照すると、専用チャネルを介して高速初期リンクセットアップを可能に
するように動作可能なシステム１００が示される。システム１００は、図１においてＡＰ

Aで指定されている第１のアクセスポイント（ＡＰ）１１０と、モバイルデバイス１２０
（本明細書では代わりに局（ＳＴＡ）と呼び、図１ではＳＴＡAで指定されている）と、
第２のアクセスポイント１３０（ＡＰBで指定されている）とを含む。追加の（またはよ
り少ない）アクセスポイントがシステム１００に存在し得ることに留意されたい。たとえ
ば、以下で説明されるように、システム１００は、ホームアクセスポイント１６０をさら
に含む。追加として、図１は単一のモバイルデバイス１２０を示しているが、任意の数の
モバイルデバイスがシステム１００に存在し得ることに留意されたい。第１のアクセスポ
イント１１０、モバイルデバイス１２０、および第２のアクセスポイント１３０は、例示
的な非限定の例として、８０２．１１ａｉなどの１つまたは複数のＩＥＥＥ８０２．１１
標準に従って動作することができる。
【００２６】
　[0032]モバイルデバイス１２０は、ワイヤレスネットワークを介してデータを送信し受
信するように動作可能な電子デバイスとすることができる。たとえば、モバイルデバイス
１２０は、ワイヤレスフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ポータブルコンピューティング
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デバイス、タブレットコンピューティングデバイス、ポータブルメディアプレーヤ、また
はそれらの組合せとすることができる。モバイルデバイス１２０は、１つまたは複数のア
クセスポイントとの、ハンドシェイクおよびキー交換ルーチンなどの認証ルーチンを実行
するように構成され得る。たとえば、モバイルデバイス１２０は、第１のアクセスポイン
ト１１０との認証されたセッション（たとえば、関連したセッション）を確立するために
第１のアクセスポイント１１０との認証ルーチンを実行することができる。たとえば、認
証されたセッションは、モバイルデバイス１２０とアクセスポイント１１０との間の安全
な（たとえば、暗号化された）通信を可能にすることができる。モバイルデバイス１２０
が、関連セッションの間、第１のアクセスポイント１１０と通信するとき、モバイルデバ
イス１２０は、第１のアクセスポイント１１０との関連状態に構成されていると見なされ
る。モバイルデバイス１２０が、特定のアクセスポイントとの関連セッションにないとき
、モバイルデバイスは、特定のアクセスポイントとの非関連状態（たとえば、事前関連状
態）に構成されていると見なされる。モバイルデバイス１２０が、特定のアクセスポイン
トとの非関連状態にあるとき、モバイルデバイス１２０と特定のアクセスポイントとは、
プローブ応答メッセージ、ビーコン、ＦＩＬＳ発見フレーム、または制御メッセージなど
の無保証メッセージを使用して通信することができる。
【００２７】
　[0033]アクセスポイント１１０、１３０の各々は、ワイヤレスネットワークのノードと
することができる。たとえば、アクセスポイント１１０、１３０の各々は、対応するワイ
ヤレスデータネットワークをサポートする（たとえば、管理する）ＩＥＥＥ８０２．１１
アクセスポイントとすることができる。たとえば、第１のアクセスポイント１１０は第１
のネットワーク１１２をサポートすることができ、第２のアクセスポイント１３０は第２
のネットワーク１３２をサポートすることができる。アクセスポイント１１０、１３０の
各々は、対応する近隣報告を含む（たとえば、記憶する）ことができる。特定のアクセス
ポイントの特定の近隣報告は、特定のアクセスポイントと関連した近隣の（たとえば、周
囲の）アクセスポイントを識別することができる。たとえば、第１のアクセスポイント１
１０は、第１のアクセスポイント１１０の近隣アクセスポイントを識別する第１の近隣報
告１１４を含む（たとえば、記憶する）ことができ、第２のアクセスポイント１３０は、
第２のアクセスポイント１３０の近隣アクセスポイントを識別する第２の近隣報告１３４
を含む（たとえば、記憶する）ことができる。
【００２８】
　[0034]第１のアクセスポイント１１０は、第１の識別情報（たとえば、第１の近隣報告
１１４、第１のアクセスポイント能力情報、またはそれらの組合せ）を生成させることが
でき、第２のアクセスポイント１３０は、第２の識別情報（たとえば、第２の近隣報告１
３４、第２のアクセスポイント能力情報、またはそれらの組合せ）を生成させることがで
きる。したがって、本明細書で説明される技法は、アクセスポイントにおける識別情報の
生成をサポートする。識別情報は、近隣報告、アクセスポイント能力情報、またはそれら
の組合せを含む。１つの例では、近隣報告は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉプロトコルによ
る低減された近隣報告を含む。１つの例では、アクセスポイント能力情報は、アクセスポ
イントと関連したアクセスポイントセキュリティ情報と、アクセスポイントの上位レイヤ
能力を示す上位レイヤ能力情報とを含む。例証すると、アクセスポイントセキュリティ情
報は、「組み込み」アクセスポイント暗号化方式（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）保
護アクセス（ＷＰＡ）、Ｗｉ－Ｆｉ保護アクセスＩＩ（ＷＰＡ２））と関連した情報を含
むことができる。上位レイヤ能力情報は、ＩＥＥＥ８０２．１１データパケットにおいて
上位プロトコルレイヤを処理するためのアクセスポイントの性能を示すことができる。
【００２９】
　[0035]第１の近隣報告１１４または第２の近隣報告１３４などの近隣報告で識別された
かまたは参照された近隣アクセスポイントごとに、近隣報告は、さらに、例示的な非限定
の例として、近隣アクセスポイントの動作チャネル、近隣アクセスポイントのメディアア
クセス制御（ＭＡＣ）アドレス、近隣アクセスポイントの信号強度（たとえば、受信信号
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強度インジケーション（ＲＳＳＩ））、近隣アクセスポイントに関連する１つまたは複数
の他のパラメータ、またはそれらの組合せを識別することができる。たとえば、第１の近
隣報告１１４および／または第２の近隣報告１３４は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉ標準に
よって規定された１つまたは複数の情報要素（ＩＥ）を含むＲＮＲなどの８０２．１１ａ
ｉに準拠する低減された近隣報告（ＲＮＲ）を含むかまたはそれに対応することができる
。第１の近隣報告１１４および／または第２の近隣報告１３４は、近隣アクセスポイント
に関する情報を含むことができる。たとえば、近隣報告１１４、１３４は、近隣アクセス
ポイントの動作クラスと、近隣アクセスポイントのプライマリ動作チャネルと、近隣アク
セスポイントのターゲットビーコン送信時間（ＴＢＴＴ）と、近隣アクセスポイントの基
本サービスセット識別子（ＢＢＳＩＤ）とに関する情報を含むことができる。
【００３０】
　[0036]動作中、モバイルデバイス１２０は、第１のアクセスポイント１１０の第１のネ
ットワーク１１２および／または第２のアクセスポイント１３０の第２のネットワーク１
３２の送信範囲内に入ることができる。第１のアクセスポイント１１０は、専用チャネル
１５０を介して、第１のネットワーク１１２の送信範囲内の局（たとえば、モバイルデバ
イス１２０）と他のアクセスポイントとに識別情報（たとえば、第１の近隣報告１１４お
よび／または第１のアクセスポイント能力情報）をブローキャストするように構成され得
る。したがって、本明細書で説明される技法は、ワイヤレスネットワークの専用チャネル
を介して識別情報をブロードキャストすることをサポートする。第１のアクセスポイント
能力情報は、第１のアクセスポイント１１０と関連した第１のアクセスポイントセキュリ
ティ情報と、第１のアクセスポイント１１０の上位レイヤ能力を示す上位レイヤ能力情報
とを含むことができる。１つの例では、アクセスポイント能力情報は、電気電子協会（Ｉ
ＥＥＥ）８０２．１１ａｉプロトコルに従って高速初期リンクセットアップ（ＦＩＬＳ）
インジケーション要素で搬送される。
【００３１】
　[0037]専用チャネル１５０は、ＲＮＲをブロードキャストするために多数のアクセスポ
イントによって共有される共通チャネルである。１つの専用チャネル１５０が図１には示
されているが、専用チャネル１５０は、専用チャネルのリスト（たとえば、セット）中の
特定のチャネルとすることができる。非限定の例として、専用チャネルのリストは、２．
４ＧＨｚ周波数帯に３つの非重複チャネルを含むことができる。したがって、専用チャネ
ル１５０は、非重複チャネルのセットにおける特定のチャネルを備える。第１のアクセス
ポイント１１０は、専用チャネル１５０を介して、識別情報（たとえば、第１の近隣報告
１１４および／または第１のアクセスポイント能力情報）を含むビーコンフレームをブロ
ードキャストすることができる。たとえば、第１のアクセスポイント１１０は、ビーコン
フレームをほぼ１００ミリ秒（ｍｓ）ごとに１回ブロードキャストすることができる。以
下で説明されるように、専用チャネル１５０でのビーコン送信は、モバイルデバイス１２
０のスキャン動作中の電力消費を低減させるために地球時間源に同期され得る。たとえば
、専用チャネル１５０でのビーコン送信は、全地球測位システム（ＧＰＳ）またはセルラ
時間に同期され得る。代替としてまたは加えて、第１のアクセスポイント１１０は、専用
チャネル１５０を介して、情報（たとえば、第１の近隣報告１１４および／または第１の
アクセスポイント能力情報）を含むＦＩＬＳ発見フレームをブロードキャストすることが
できる。たとえば、第１のアクセスポイント１１０は、ＦＩＬＳ発見フレームをほぼ２０
ｍｓごとに１回ブロードキャストすることができる。以下で説明されるように、第１のア
クセスポイント１１０は、さらに、モバイルデバイス１２０からのプローブ要求１２４の
受信に応答して第１の近隣報告１１４を含むプローブ応答フレームをブロードキャストす
ることができる。第１のアクセスポイント能力情報は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉプロト
コルに従ってＦＩＬＳインジケーション要素で搬送され得る。
【００３２】
　[0038]同様に、第２のアクセスポイント１３０は、専用チャネル１５０を介して、第２
のネットワーク１３２の送信範囲内の局（たとえば、モバイルデバイス１２０）と他のア
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クセスポイントとに情報（たとえば、第２の近隣報告１３４および／または第２のアクセ
スポイント能力情報）をブロードキャストするように構成され得る。第２のアクセスポイ
ント能力情報は、第２のアクセスポイント１３０と関連したセキュリティ情報と、第２の
アクセスポイント１３０）の上位レイヤ能力を示す情報とを含むことができる。第２のア
クセスポイント１３０は、専用チャネル１５０を介して、情報（たとえば、第２の近隣報
告１３４および／または第２のアクセスポイント能力情報）を含むビーコンフレームをブ
ロードキャストする（たとえば、ほぼ１００ｍｓごとに１回）ことができる。代替として
または加えて、第２のアクセスポイント１３０は、専用チャネル１５０を介して、第２の
近隣報告１３４を含むＦＩＬＳ発見フレームをブロードキャストする（たとえば、ほぼ２
０ｍｓごとに１回）ことができる。以下で説明されるように、第２のアクセスポイント１
３０は、さらに、モバイルデバイス１２０からのプローブ要求１２４の受信に応答して第
２の近隣報告１３４を含むプローブ応答フレームをブロードキャストすることができる。
第２のアクセスポイント能力情報は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉプロトコルに従ってＦＩ
ＬＳインジケーション要素で搬送され得る。
【００３３】
　[0039]アクセスポイント１１０、１３０から送信されるＦＩＬＳ発見フレームは、比較
的迅速なアクセスポイント発見を可能にすることができる。たとえば、ＦＩＬＳ発見フレ
ームは、サービスセット識別子（ＳＳＩＤ）数、アクセスポイント構成変更カウント、送
信しているアクセスポイントの次のＴＢＴＴ、近隣アクセスポイントの次のＴＢＴＴ、Ｒ
ＮＲ（たとえば、第１の近隣報告１１４および／または第２の近隣報告１３４）、アクセ
スポイント能力（たとえば、動作チャネル帯域幅、サポートされるデータレートなど）、
セキュリティ／インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスタイプ能力などを含むことが
できる。専用チャネル１５０でＦＩＬＳ発見フレームを送信すると、アクセスポイント１
１０、１３０のプライマリ動作チャネルのデータスループットを増加させることができる
。たとえば、専用チャネル１５０（プライマリ動作チャネルとは対照的に）でＦＩＬＳ発
見フレームを送信すると、追加データフレームをプライマリ動作チャネルで送信すること
を可能にすることができる。
【００３４】
　[0040]専用チャネル１５０で送信されるＦＩＬＳ発見フレームは、送信しているアクセ
スポイントのプライマリ動作チャネルに対応する情報をさらに含むことができる。ＦＩＬ
Ｓ発見フレームは、迅速なアクセスポイント発見を可能にするために標準８０２．１１ａ
ｉ　ＦＩＬＳ発見フレームにおける情報のサブセットを含むことができる。たとえば、い
くつかのシナリオでは、アクセスポイント能力、ＳＳＩＤ、およびアクセスポイント構成
変更カウントは、モバイルデバイス１２０がより速いレートで情報を処理できるようにＦ
ＩＬＳ発見フレームから省略されてもよい。追加として、ＦＩＬＳ発見フレームは、専用
チャネル１５０の輻輳（たとえば、「電波占有」）を低減させるために比較的高いデータ
レートで送信され得る。
【００３５】
　[0041]アクセスポイント１１０、１３０は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセスポイン
トとすることができる。たとえば、アクセスポイント１１０、１３０によって生成される
近隣報告１１４、１３４は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉ標準に従う（たとえば、ＩＥＥＥ
８０２．１１ａｉ標準に従う情報を含む）ことができる。アクセスポイント１１０、１３
０は、デュアルバンドアクセスポイントまたはシングルバンドアクセスポイントとするこ
とができる。デュアルバンドアクセスポイントは、第１の周波数帯（たとえば、５ギガヘ
ルツ（ＧＨｚ）周波数帯）の第１の動作周波数チャネルと、第２の周波数帯（たとえば、
２．４ＧＨｚ周波数帯）の第２の動作周波数チャネルとを有することができる。シングル
バンドアクセスポイントは、第２の周波数帯の動作周波数チャネルを有することができる
。第２の周波数帯は１１個のチャネルを含むことができ、第１の周波数帯は１２個のチャ
ネルを含むことができる。したがって、専用チャネル１５０は、シングルバンドアクセス
ポイントとデュアルバンドアクセスポイントとが専用チャネル１５０でブロードキャスト
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できるように第２の周波数帯内のチャネルとすることができる。専用チャネル１５０は、
第２の周波数帯の第６のチャネル（たとえば、チャネル６）とすることができる。たとえ
ば、第２の周波数帯の第６のチャネルは、ＦＩＬＳ共通チャネルとすることができる。
【００３６】
　[0042]したがって、本明細書で説明される技法によれば、アクセスポイントはＩＥＥＥ
８０２．１１ａｉアクセスポイントを備え、ワイヤレスネットワークはＩＥＥＥ８０２．
１１ワイヤレスネットワークを備える。１つの例では、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセ
スポイントはデュアルバンドアクセスポイントを備える。別の例では、ＩＥＥＥ８０２．
１１ａｉアクセスポイントはシングルバンドアクセスポイントを備える。
【００３７】
　[0043]モバイルデバイス１２０は、第１のアクセスポイント１１０からのＲＮＲを検出
するかまたは第２のアクセスポイント１３０からのＲＮＲを検出するために専用チャネル
１５０をスキャンするように構成され得る。たとえば、第１のネットワーク１１２および
／または第２のネットワーク１３２の送信範囲に入る際、モバイルデバイス１２０は、ア
クセスポイント１１０、１３０を介して専用チャネル１５０でブロードキャストされるビ
ーコンまたはＦＩＬＳ発見フレームを検出するために専用チャネル１５０（たとえば、チ
ャネル６）をスキャンすることができる。モバイルデバイス１２０は、スキャン動作と関
連した電力消費を低減させるために地球時間源に同期された特定の時間に専用チャネル１
５０をスキャンすることができる。たとえば、アクセスポイント１１０、１３０が地球時
間源に従ってビーコンをブロードキャストする場合、モバイルデバイス１２０は、スキャ
ン動作を地球時間源に同期させることによって、ビーコンのための専用チャネル１５０で
のスキャンの実効的な量を低減させることができる。スキャンの実効的な量を低減させる
と、モバイルデバイス１２０の電力を節約して使うことができる。第１のアクセスポイン
ト１１０からブロードキャストされるビーコンおよびＦＩＬＳ発見フレームは第１の近隣
報告１１４を含むことができ、第２のアクセスポイント１３０からブロードキャストされ
るビーコンおよびＦＩＬＳ発見フレームは第２の近隣報告１３４を含むことができる。
【００３８】
　[0044]モバイルデバイス１２０が専用チャネル１５０でビーコンおよび／またはＦＩＬ
Ｓ発見フレームを検出すると、モバイルデバイスは、検出されたビーコンおよび／または
ＦＩＬＳ発見フレームの近隣報告１１４、１３４から「好ましい」アクセスポイントに関
する情報を得ることができる。非限定の例として、好ましいアクセスポイントは、モバイ
ルデバイス１２０の特定のワイヤレスサービスプロバイダによって提供されるアクセスポ
イント、またはモバイルデバイス１２０と関連した特定のワイヤレスネットワークのアク
セスポイントとすることができる。１つの実施態様によれば、好ましいアクセスポイント
は、モバイルデバイス１２０によって規定される。別の実施態様によれば、好ましいアク
セスポイントは、モバイルデバイス１２０のサービスプロバイダによって規定される。例
証すると、図１において、ホームアクセスポイント１６０は、モバイルデバイス１２０の
好ましいアクセスポイントとすることができる。ホームアクセスポイント１６０は、モバ
イルデバイス１２０の「ホーム」ネットワーク１６２をサポートすることができ、第１の
ネットワーク１１２は、別のワイヤレスネットワーク（たとえば、コーヒーショップのワ
イヤレスネットワーク）とすることができる。したがって、モバイルデバイス１２０は、
モバイルデバイス１２０のホームネットワーク１６２との接続を確立する（たとえば、ホ
ームアクセスポイント１６０との認証ルーチンまたはハンドシェイクを実行する）ために
ホームアクセスポイント１６０に関する情報を得ようとすることができる。ホームアクセ
スポイント１６０は、専用チャネル１５０（たとえば、専用チャネル１５０を介してホー
ムネットワーク１６２の送信範囲内の局（たとえば、モバイルデバイス１２０）と他のア
クセスポイントとに近隣報告をブロードキャストする）と、プライマリ動作チャネル１６
４とで動作することができる。ホームアクセスポイント１６０は、専用チャネル１５０で
動作しなくてもよく、すべての動作をプライマリ動作チャネル１６４で維持することがで
きる。
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【００３９】
　[0045]スキャン動作中に、モバイルデバイス１２０が、第１のアクセスポイント１１０
からブロードキャストされた第１の近隣報告１１４を検出する場合、モバイルデバイス１
２０は、第２のアクセスポイント１３０に関する情報を第１の近隣報告１１４から得るこ
とができる。たとえば、モバイルデバイス１２０は、第２のアクセスポイント１３０の動
作クラス、第２のアクセスポイント１３０のプライマリ動作チャネル、第２のアクセスポ
イント１３０のＴＢＴＴ、および／または第２のアクセスポイント１３０の基本サービス
セット識別子（ＢＳＳＩＤ）を第１の近隣報告１１４から得ることができる。得られた情
報に基づいて、モバイルデバイス１２０は、第２のアクセスポイント１３０との通信リン
クを確立する（たとえば、認証／アソシエーションプロセスを開始する）ことができる。
【００４０】
　[0046]特定の時間期間の間専用チャネル１５０をスキャンした後、モバイルデバイス１
２０は、モバイルデバイスがアクセスポイント１１０、１３０のうちの少なくとも１つか
らのＲＮＲを検出しなかった場合、プローブ要求１２４を生成させ、専用チャネル１５０
を介して送信する（たとえば、ブロードキャストする）ことができる。プローブ要求１２
４は、特定のアクセスポイントとの接続を確立するためにモバイルデバイス１２０が情報
（たとえば、ＲＮＲ）を得る必要があることをアクセスポイント１１０、１３０に示すこ
とができる。
【００４１】
　[0047]プローブ要求１２４を受信した際、各アクセスポイント１１０、１３０は、専用
チャネル１５０を介してプローブ要求１２４に応答する（たとえば、プローブ応答を生成
させブロードキャストする）ことができる。例証すると、各アクセスポイント１１０、１
３０は、専用チャネル１５０（たとえば、チャネル６）で動作することによってプローブ
要求１２４に応答する（たとえば、ＲＮＲを含むプローブ応答を送信する）ことができる
。代替として、各アクセスポイント１１０、１３０は、専用チャネル１５０で「軽快な」
ネットワークを維持することができる。たとえば、各アクセスポイント１１０、１３０は
、プローブ要求１２４に応答するために専用チャネル１５０における軽快なネットワーク
（たとえば、軽快な接続）を維持するのに４０メガヘルツ（ＭＨｚ）モードで２．４ＧＨ
ｚ周波数帯の第１のチャネル（チャネル１）または第１１のチャネル（チャネル１１）に
おいて動作することができる。
【００４２】
　[0048]プローブ要求１２４をブロードキャストすることに応答して、モバイルデバイス
１２０は、アクセスポイント１１０、１３０のうちの少なくとも１つからのプローブ応答
を受信することができる。たとえば、モバイルデバイス１２０は、第１のアクセスポイン
ト１１０からの第１の近隣報告１１４を含むプローブ応答、第２のアクセスポイント１３
０からの第２の近隣報告１３４を含むプローブ応答、またはそれらの組合せを受信するこ
とができる。近隣報告１１４、１３４の得られた情報に基づいて、モバイルデバイス１２
０は、ホームアクセスポイント１６０との通信リンクを確立する（たとえば、認証ルーチ
ンまたはハンドシェイクを実行する）ことができる。たとえば、モバイルデバイス１２０
は、近隣報告１１４、１３４の得られた情報に基づいてホームアクセスポイント１６０の
プライマリ動作チャネル１６４を決定すること、プライマリ動作チャネル１６４を介して
認証フレームをホームアクセスポイント１６０に送信すること、プライマリ動作チャネル
１６４を介してホームアクセスポイント１６０からの肯定応答フレームを受信することな
どを行うことができる。モバイルデバイス１２０は、複数のアクセスポイントからホーム
アクセスポイント１６０を選択することができる。モバイルデバイス１２０の好ましいア
クセスポイントは、モバイルデバイス１２０によって検出されるＲＮＲ（またはプローブ
応答）を送信するアクセスポイントに対応することができる。
【００４３】
　[0049]モバイルデバイス１２０と好ましいアクセスポイントとの間の通信リンクを確立
するための初期リンクセットアップ時間は、ＲＮＲを得るのに専用チャネル１５０を利用
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することによって減少され得る。たとえば、モバイルデバイス１２０は、８０２．１１ａ
ｉアクセスポイントを検出する前に多数のチャネルをスキャンするおよび／または探索す
るのとは対照的にアクセスポイント１１０、１３０からのＲＮＲを受信するために専用チ
ャネル１５０をスキャンするおよび／または探索することができる。したがって、ＲＮＲ
検出のために専用チャネル１５０を利用すると、８０２．１１ａｉアクセスポイントによ
って能動的に使用されていないチャネルをモバイルデバイス１２０がスキャンする可能性
が減少する。
【００４４】
　[0050]図２を参照すると、専用チャネルを介して高速初期リンクセットアップを可能に
するように動作可能な別のシステム２００が示される。システム２００は、第１のアクセ
スポイント１１０と、モバイルデバイス１２０と、第２のアクセスポイント１３０と、第
３のアクセスポイント（ＡＰCで指定されている）２６０と、第４のアクセスポイント（
ＡＰDで指定されている）２７０と、第５のアクセスポイント（ＡＰEで指定されている）
２８０と、第６のアクセスポイント（ＡＰFで指定されている）２９０とを含む。図２は
６つのアクセスポイント１１０、１３０、２６０、２７０、２８０、２９０を示している
が、任意の数のアクセスポイントがシステム２００に存在し得ることに留意されたい。追
加として、図２は単一のモバイルデバイス１２０を示しているが、任意の数のモバイルデ
バイスがシステム２００に存在し得ることに留意されたい。アクセスポイント１１０、１
３０、２６０、２７０、２８０、２９０の各々とモバイルデバイス１２０とは、８０２．
１１ａｉなどの１つまたは複数のＩＥＥＥ８０２．１１標準に従って動作することができ
る。
【００４５】
　[0051]アクセスポイント１１０、１３０、２６０、２７０、２８０、２９０の各々は、
ワイヤレスネットワークのノードとすることができる。たとえば、アクセスポイント１１
０、１３０、２６０、２７０、２８０、２９０の各々は、対応するネットワーク（たとえ
ば、ワイヤレスネットワーク）と関連したＩＥＥＥ８０２．１１アクセスポイントとする
ことができる。たとえば、第１のアクセスポイント１１０は第１のネットワーク１１２を
サポートすることができ、第２のアクセスポイント１３０は第２のネットワーク１３２を
サポートすることができ、第３のアクセスポイント２６０は第３のネットワーク２６２を
サポートすることができ、第４のアクセスポイント２７０は第４のネットワーク２７２を
サポートすることができ、第５のアクセスポイント２８０は第５のネットワーク２８２を
サポートすることができ、第６のアクセスポイント２９０は第６のネットワーク２９２を
サポートすることができる。アクセスポイント１１０、１３０、２６０、２７０、２８０
、２９０の各々は、対応する近隣報告を含む（たとえば、記憶する）ことができる。各近
隣報告は、ＲＮＲを含むかまたはＲＮＲに対応することができる。各アクセスポイントの
近隣報告は、１つまたは複数の近隣アクセスポイントを識別することができ、１つまたは
複数のビーコンフレーム、１つまたは複数の近隣報告、またはそれらの組合せに含まれ得
る。
【００４６】
　[0052]動作中、各アクセスポイント１１０、１３０、２６０、２７０、２８０、２９０
は、専用チャネル１５０における少なくとも１つの近隣アクセスポイントのＦＩＬＳフレ
ームの受信信号強度に基づいてＦＩＬＳフレームのブロードキャストを抑制すべきかどう
かを決定することができる。本明細書で使用されるＦＩＬＳフレームは、ＲＮＲ、または
モバイル局１２０とアクセスポイントとの間の初期リンクセットアップを容易にするため
に使用される任意の他の情報を含むアクセスポイントからの任意のブロードキャストに対
応することができる。たとえば、ＦＩＬＳフレームは、ビーコンフレーム、ＦＩＬＳ発見
フレーム、プローブ応答などを含むことができる。各アクセスポイント１１０、１３０、
２６０、２７０、２８０、２９０は、近隣アクセスポイントからのＦＩＬＳフレームを検
出するために専用チャネルをスキャンし、検出されたＦＩＬＳフレームの受信信号強度を
測定することができる。専用チャネル１５０における少なくとも１つの近隣のポイントの
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ＦＩＬＳフレームの受信信号強度が閾値を満たす場合、アクセスポイントは、専用チャネ
ル１５０のトラフィックを低減させるためにＦＩＬＳブロードキャストの送信を抑制する
ことができる。
【００４７】
　[0053]説明のための例として、ＦＩＬＳフレーム（たとえば、第１の近隣報告１１４）
をブロードキャストする前に、第１のアクセスポイント１１０は、１つまたは複数のアク
セスポイントからの１つまたは複数のブロードキャストされたＦＩＬＳフレームを検出す
るために特定の時間期間の間専用チャネル１５０をスキャンする（たとえば、「傍聴する
」）ことができる。第１のアクセスポイント１１０は、１つまたは複数のアクセスポイン
トからの１つまたは複数のＲＮＲを検出するためにほぼ５ｍｓの間専用チャネル１５０を
スキャンすることができる。スキャンに基づいて、第１のアクセスポイント１１０は、近
傍内のアクセスポイントが専用チャネル１５０でＦＩＬＳフレームをブロードキャストし
ているかどうかを決定することができる。比較的近傍の内部のアクセスポイントが専用チ
ャネル１５０でＦＩＬＳフレームをブロードキャストしているという決定に応答して、第
１のアクセスポイント１１０は、第１の近隣報告１１４のブロードキャスト送信を抑制す
ることができる。たとえば、第３のアクセスポイント２６０は専用チャネル１５０を介し
て第１のＦＩＬＳフレームをブロードキャストすることができ、第１のアクセスポイント
１１０はスキャン動作中に第１のＦＩＬＳフレームを検出することができる。第１のアク
セスポイント１１０は、第１のＦＩＬＳフレームの第１の受信信号強度を測定することが
できる。たとえば、第１のアクセスポイント１１０は、第１のＦＩＬＳフレームと関連し
た受信信号強度指標（ＲＳＳＩ）２５０に基づいて第３のアクセスポイント２６０の近接
度を決定することができる。比較的高いＲＳＳＩ２５０は、第３のアクセスポイント２６
０が第１のアクセスポイント１１０の近傍にあることを示すことができ、比較的低いＲＳ
ＳＩ２５０は、第３のアクセスポイント２６０が第１のアクセスポイント１１０の近傍に
ないことを示すことができる。
【００４８】
　[0054]第１のＦＩＬＳフレームの第１の受信信号強度が第１の閾値を満たしている（た
とえば、第１の閾値信号強度以上であるか、または比較的高いＲＳＳＩ２５０を有する）
という決定に応答して、第１のアクセスポイント１１０は、専用チャネル１５０を介する
第１の近隣報告１１４のブロードキャストを抑制することができる。たとえば、第１のア
クセスポイント１１０は、第１の受信信号強度が第１の閾値を満たす場合、第３のアクセ
スポイント２６０のカバレッジ区域が第１のアクセスポイント１１０のカバレッジ区域と
実質的に同様であると決定することができる。しかしながら、第１のＦＩＬＳフレームが
第１の近隣報告１１４の近隣アクセスポイントの各々を参照していないと第１のアクセス
ポイント１１０が決定する場合、第１のアクセスポイント１１０は第１の近隣報告１１４
を専用チャネル１５０を介してブロードキャストすることができる。
【００４９】
　[0055]第１の閾値は、抑制範囲（たとえば、第１のアクセスポイント１１０が第１の近
隣報告１１４のブロードキャストを抑制することになる第１のアクセスポイント１１０と
第３のアクセスポイント２６０との間の最大範囲）に対応することができる。たとえば、
抑制範囲は、第１の閾値が減少するにつれて増加する。抑制範囲は、ＩＥＥＥ８０２．１
１標準などの業界標準に従って各アクセスポイント１１０、１３０、２６０、２７０、２
８０、２９０に事前プログラムされ得る。短い抑制範囲は、ブロードキャスタの数を増加
させることによって信頼性を改善することができる。しかしながら、短い抑制範囲は、さ
らに、オーバヘッドを増加させ（たとえば、専用チャネル１５０で比較的大量の冗長トラ
フィックを生成させ）、ブロードキャスト競合を増加させることもある。
【００５０】
　[0056]追加として、第１のアクセスポイント１１０は、比較的近傍の内部の３つ以上の
アクセスポイントがスキャン動作中にＦＩＬＳフレームをブロードキャストしているかど
うかを決定することができる。たとえば、第１のアクセスポイント１１０のスキャン動作
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中に、第３のアクセスポイント２６０は専用チャネル１５０を介して第１のＦＩＬＳフレ
ームをブロードキャストすることができ、第４のアクセスポイント２７０は専用チャネル
１５０を介して第２のＦＩＬＳフレームをブロードキャストすることができ、第５のアク
セスポイント２８０は専用チャネル１５０を介して第３のＦＩＬＳフレームをブロードキ
ャストすることができる。第１のアクセスポイント１１０は、第１のＦＩＬＳフレームと
、第２のＦＩＬＳフレームと、第３のＦＩＬＳフレームとを専用チャネル１５０で検出す
ることができる。加えて、第１のアクセスポイント１１０は、第１のＦＩＬＳフレームの
第１の受信信号強度と、第２のＦＩＬＳフレームの第２の受信信号強度と、第３のＦＩＬ
Ｓフレームの第３の受信信号強度とを測定することができる。第１のアクセスポイント１
１０は、受信したＦＩＬＳフレームと関連したＲＳＳＩ２５０に基づいて各アクセスポイ
ント２６０～２８０の近接度を決定することができる。
【００５１】
　[0057]各受信信号強度が第２の閾値を満たしている（たとえば、第２の閾値信号強度以
上であるか、または中程度のＲＳＳＩ２５０を有する）という決定に応答して、第１のア
クセスポイント１１０は、第１の近隣報告１１４のブロードキャストを抑制することがで
きる。たとえば、第１のアクセスポイント１１０は、各受信信号強度が第２の閾値を満た
す場合、第３、第４、第５のアクセスポイント２６０～２８０のカバレッジ区域が、集団
で、第１のアクセスポイント１１０のカバレッジ区域中の局をカバーする比較的高い可能
性を有していると決定することができる。第１のアクセスポイント１１０は、第３、第４
、および第５のアクセスポイント２６０～２８０によって形成される三角形内にあり得る
。したがって、第１のアクセスポイント１１０のカバレッジ区域中のいかなる局も、第３
のアクセスポイント２６０からの第１のＦＩＬＳフレーム、第４のアクセスポイント２７
０からの第２のＦＩＬＳフレーム、または第５のアクセスポイント２８０からの第３のＦ
ＩＬＳフレームのうちの少なくとも１つを受信する可能性が最も高いことになる。たとえ
ば、モバイルデバイス１２０は、第１のＦＩＬＳフレーム、第２のＦＩＬＳフレーム、ま
たは第３のＦＩＬＳフレームのうちの少なくとも１つを受信する可能性が高いであろう。
しかしながら、アクセスポイント２６０～２８０からのＦＩＬＳフレームの近隣報告が第
１の近隣報告１１４の各アクセスポイントをリストしていないと第１のアクセスポイント
１１０が決定する場合、第１のアクセスポイント１１０は、第１の近隣報告１１４を専用
チャネル１５０を介してブロードキャストすることができる。
【００５２】
　[0058]専用チャネル１５０における１つまたは複数の近隣アクセスポイントのＦＩＬＳ
フレームの受信信号強度が閾値を満たす場合、第１のアクセスポイント１１０は、第１の
近隣報告１１４のブロードキャストを抑制することによって専用チャネル１５０のオーバ
ヘッド（たとえば、輻輳）を低減させることができる。上述のコーディネーション方式を
実施することにより、ＦＩＬＳフレームは、遅れずにカバレッジ区域に拡散することが可
能になり得る。コーディネーション方式は、ＦＩＬＳフレームの受信信号強度を決定する
ためにアクセスポイントが専用チャネル１５０（たとえば、各アクセスポイントによって
共有される共通チャネル）をスキャンできるのでアクセスポイント間のいかなるメッセー
ジングも必要としないことを理解されよう。
【００５３】
　[0059]図３を参照すると、専用チャネルを介して高速初期リンクセットアップを可能に
する方法３００が説明される。方法３００は、図１～２のモバイルデバイス１２０を使用
して実行され得る。
【００５４】
　[0060]方法３００は、３０２において、ワイヤレスネットワークのアクセスポイントか
らの情報（たとえば近隣報告および／またはアクセスポイント能力情報）を検出するため
にワイヤレスネットワークの専用チャネルを第１の局においてスキャンすることを含む。
たとえば、図１を参照すると、モバイルデバイス１２０は、第１のアクセスポイント１１
０からのＲＮＲを検出するかまたは第２のアクセスポイント１３０からのＲＮＲを検出す



(19) JP 6215489 B2 2017.10.18

10

20

30

40

50

るために専用チャネル１５０をスキャンすることができる。たとえば、第１のネットワー
ク１１２および／または第２のネットワーク１３２の送信範囲に入る際、モバイルデバイ
ス１２０は、アクセスポイント１１０、１３０を介して専用チャネル１５０でブロードキ
ャストされるビーコンまたはＦＩＬＳ発見フレームを検出するために専用チャネル１５０
（たとえば、チャネル６）をスキャンすることができる。第１のアクセスポイント１１０
からブロードキャストされるビーコンまたはＦＩＬＳ発見フレームは第１の近隣報告１１
４を含むことができ、第２のアクセスポイント１３０からブロードキャストされるビーコ
ンおよびＦＩＬＳ発見フレームは第２の近隣報告１３４を含むことができる。
【００５５】
　[0061]特定の時間期間の間専用チャネル１５０をスキャンした後、モバイルデバイス１
２０は、モバイルデバイスがアクセスポイント１１０、１３０のうちの少なくとも１つか
らのＲＮＲを検出しなかった場合、プローブ要求１２４を生成させ、専用チャネル１５０
を介して送信する（たとえば、ブロードキャストする）ことができる。プローブ要求１２
４は、特定のアクセスポイントとの接続を確立するためにモバイルデバイス１２０が情報
（たとえば、ＲＮＲ）を得る必要があることをアクセスポイント１１０、１３０に示すこ
とができる。プローブ要求１２４をブロードキャストすることに応答して、モバイルデバ
イス１２０は、アクセスポイント１１０、１３０のうちの少なくとも１つからのプローブ
応答を受信することができる。たとえば、モバイルデバイス１２０は、第１のアクセスポ
イント１１０からの第１の近隣報告１１４を含むプローブ応答、第２のアクセスポイント
１３０からの第２の近隣報告１３４を含むプローブ応答、またはそれらの組合せを受信す
ることができる。
【００５６】
　[0062]特定のアクセスポイントに関する情報は、３０４において、ブロードキャストさ
れた情報から得られ得る。たとえば、図１を参照すると、モバイルデバイス１２０は、第
１のアクセスポイント１１０からブロードキャストされた第１の近隣報告１１４を検出す
ることができる。モバイルデバイス１２０は、第２のアクセスポイント１３０に関する情
報を第１の近隣報告１１４から得ることができる。たとえば、モバイルデバイス１２０は
、第２のアクセスポイント１３０の動作クラス、第２のアクセスポイント１３０のプライ
マリ動作チャネル、第２のアクセスポイント１３０のＴＢＴＴ、および／または第２のア
クセスポイント１３０のＢＳＳＩＤを第１の近隣報告１１４から得ることができる。
【００５７】
　[0063]特定のアクセスポイントとの通信リンクが、得られた情報に基づいて確立され得
る（３０６）。たとえば、図１を参照すると、モバイルデバイス１２０は、第１の近隣報
告１１４からの得られた情報に基づいて、好ましいアクセスポイントとの通信リンクを確
立する（たとえば、認証／アソシエーションプロセスを開始する）ことができる。例証す
ると、モバイルデバイス１２０は、近隣報告１１４、１３４において得られた情報に基づ
いてホームアクセスポイント１６０（たとえば、好ましいアクセスポイント）のプライマ
リ動作チャネル１６４を決定すること、認証フレームをホームアクセスポイント１６０に
プライマリ動作チャネル１６４で送信すること、ホームアクセスポイント１６０からの肯
定応答フレームをプライマリ動作チャネル１６４で受信することなどを行うことができる
。好ましいアクセスポイントは、モバイルデバイス１２０に専用のネットワーク（たとえ
ば、「ホーム」ネットワーク）またはモバイルデバイス１２０のユーザによって選択され
たネットワークのアクセスポイントとすることができる。
【００５８】
　[0064]図３の方法３００は、ＲＮＲを得るために専用チャネル１５０を利用することに
よって減少され得る、モバイルデバイス１２０と好ましいアクセスポイントとの間の通信
リンクを確立するための初期リンクセットアップ時間を減少させることができる。たとえ
ば、モバイルデバイス１２０は、８０２．１１ａｉアクセスポイントを検出する前に多数
のチャネルをスキャンするおよび／または探索するのとは対照的にアクセスポイント１１
０、１３０からのＲＮＲを受信するために専用チャネル１５０をスキャンするおよび／ま
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たは探索することができる。したがって、ＲＮＲ検出のために専用チャネル１５０を利用
すると、８０２．１１ａｉアクセスポイントによって能動的に使用されていないチャネル
をモバイルデバイス１２０がスキャンする可能性を減少させることができる。
【００５９】
　[0065]図４を参照すると、専用チャネルを介して高速初期リンクセットアップを可能に
する別の方法４００が説明される。方法４００は、図１～２の第１のアクセスポイント１
１０、図１～２の第２のアクセスポイント１３０、図２の第３のアクセスポイント２６０
、図２の第４のアクセスポイント２７０、図２の第５のアクセスポイント２８０、図２の
第６のアクセスポイント２９０、またはそれらの組合せを使用して実行され得る。
【００６０】
　[0066]方法４００は、４０２において、１つまたは複数の対応するアクセスポイントか
らの１つまたは複数のブロードキャストされた近隣報告を検出するために特定の時間期間
の間専用チャネルをアクセスポイントにおいてスキャンすることを含む。たとえば、図２
を参照すると、第１の近隣報告１１４をブロードキャストする前に、第１のアクセスポイ
ント１１０は、１つまたは複数の対応するアクセスポイントからの１つまたは複数のブロ
ードキャストされたＦＩＬＳフレーム（低減された近隣報告を含む）を検出するために特
定の時間期間の間専用チャネル１５０をスキャンすることができる。第１のアクセスポイ
ント１１０は、１つまたは複数の対応するアクセスポイントからの１つまたは複数のＲＮ
Ｒを検出するためにほぼ５ｍｓの間専用チャネル１５０をスキャンすることができる。
【００６１】
　[0067]情報（たとえば、近隣報告および／またはアクセスポイント能力情報）は、４０
４において、選択的に、スキャンに基づいた専用チャネルを介してブロードキャストされ
得る。たとえば、図２を参照すると、第１のアクセスポイント１１０は、近傍内のアクセ
スポイントが専用チャネル１５０でＦＩＬＳフレームをブロードキャストしているかどう
かを決定することができる。比較的近傍の内部のアクセスポイントが専用チャネル１５０
でＦＩＬＳフレームをブロードキャストしているという決定に応答して、第１のアクセス
ポイント１１０は、第１の近隣報告１１４のブロードキャスト送信を抑制することができ
る。
【００６２】
　[0068]たとえば、第１のアクセスポイント１１０は、スキャン動作中に第３のアクセス
ポイント２６０からの第１のＦＩＬＳフレームの第１の受信信号強度を検出し測定するこ
とができる。比較的高いＲＳＳＩ２５０は、第３のアクセスポイント２６０が第１のアク
セスポイント１１０の近傍にあることを示している。第１のＦＩＬＳフレームの第１の受
信信号強度が第１の閾値を満たしている（たとえば、第１の閾値信号強度以上であるか、
または比較的高いＲＳＳＩ２５０を有する）という決定に応答して、第１のアクセスポイ
ント１１０は、専用チャネル１５０を介する第１の近隣報告１１４のブロードキャストを
抑制することができる。
【００６３】
　[0069]追加として、第１のアクセスポイント１１０は、比較的近傍の内部の３つ以上の
アクセスポイントがスキャン動作中にＦＩＬＳフレームをブロードキャストしているかど
うかを決定することができる。たとえば、第１のアクセスポイント１１０は、第４のアク
セスポイント２７０からの第２のＦＩＬＳフレームと第５のアクセスポイント２８０から
の第３のＦＩＬＳフレームとを専用チャネル１５０で検出することができる。加えて、第
１のアクセスポイント１１０は、第２のＦＩＬＳフレームの第２の受信信号強度と第３の
ＦＩＬＳフレームの第３の受信信号強度とを測定することができる。各受信信号強度が第
２の閾値を満たしている（たとえば、第２の閾値信号強度以上であるか、または中程度の
ＲＳＳＩ２５０を有する）という決定に応答して、第１のアクセスポイント１１０は、第
１の近隣報告１１４のブロードキャストを抑制することができる。
【００６４】
　[0070]しかしながら、受信信号強度が第１の閾値を満たす状態でＦＩＬＳフレームを専
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用チャネル１５０でブロードキャストしているアクセスポイントがなく、受信信号強度が
第２の閾値を満たす状態でＦＩＬＳフレームを専用チャネル１５０でブロードキャストし
ている３つ以上のアクセスポイントがないという決定に応答して、第１のアクセスポイン
ト１１０は第１の近隣報告１１４を専用チャネル１５０でブロードキャストする。加えて
、近隣アクセスポイントからのＦＩＬＳフレームの近隣報告が第１の近隣報告１１４の各
アクセスポイントをリストしていないと第１のアクセスポイント１１０が決定する場合、
第１のアクセスポイント１１０は、第１の近隣報告１１４を専用チャネル１５０を介して
ブロードキャストすることができる。
【００６５】
　[0071]専用チャネル１５０における１つまたは複数の近隣アクセスポイントのＦＩＬＳ
フレームの受信信号強度が閾値を満たす場合、図４の方法４００は、第１の近隣報告１１
４のブロードキャストを抑制することによって専用チャネル１５０のオーバヘッド（たと
えば、輻輳）を低減させることができる。上述のコーディネーションＲＮＲブロードキャ
スト方式を実施することにより、ＦＩＬＳフレームは、遅れずにカバレッジ区域に拡散す
ることが可能になり得る。コーディネーション方式は、ＦＩＬＳフレームの受信信号強度
を決定するためにアクセスポイントが専用チャネル１５０（たとえば、各アクセスポイン
トによって共有される共通チャネル）をスキャンできるのでアクセスポイント間のいかな
るメッセージングも必要としないことを理解されよう。
【００６６】
　[0072]図５を参照すると、専用チャネルを介して高速初期リンクセットアップを可能に
する別の方法５００が説明される。方法５００は、図１～２の第１のアクセスポイント１
１０、図１～２の第２のアクセスポイント１３０、図２の第３のアクセスポイント２６０
、図２の第４のアクセスポイント２７０、図２の第５のアクセスポイント２８０、図２の
第６のアクセスポイント２９０、またはそれらの組合せを使用して実行され得る。
【００６７】
　[0073]方法５００は、５０２において、アクセスポイントにおいて識別情報を生成させ
ることを含む。たとえば、図１を参照すると、第１のアクセスポイント１１４は、識別情
報を生成させることができる。識別情報は、近隣報告（たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１
ａｉプロトコルによる低減された近隣報告）、アクセスポイント能力情報、またはそれら
の組合せを含むことができる。アクセスポイント能力情報は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉ
プロトコルに従ってＦＩＬＳインジケーション要素で搬送され得る。１つの例では、アク
セスポイント能力情報は、アクセスポイントと関連したアクセスポイントセキュリティ情
報と、アクセスポイントの上位レイヤ能力を示す上位レイヤ能力情報とを含む。
【００６８】
　[0074]識別情報は、５０４において、ワイヤレスネットワークの専用チャネルを介して
ブロードキャストされ得る。たとえば、図１を参照すると、第１のアクセスポイント１１
０は、専用チャネル１５０を介して情報をブロードキャストすることができる。方法５０
０による専用チャネルは、非重複チャネルのセットにおけるチャネル（たとえば、特定の
チャネル）を含むことができる。たとえば、専用チャネルは、近隣報告をブロードキャス
トするためにワイヤレスネットワークの多数のアクセスポイントによって共有される共通
チャネルを含むことができる。
【００６９】
　[0075]方法５００によれば、アクセスポイントはＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセスポ
イントを含むことができ、ワイヤレスネットワークはＩＥＥＥ８０２．１１ワイヤレスネ
ットワークを含むことができる。１つの例では、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセスポイ
ントはデュアルバンドアクセスポイントを含む。別の例では、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉ
アクセスポイントはシングルバンドアクセスポイントを含む。近隣報告は、ワイヤレスネ
ットワークにおける隣接アクセスポイントのリストを含むことができる。１つの例では、
隣接アクセスポイントのリスト中の各アクセスポイントは、別個のチャネルで動作してい
る。１つの例では、近隣報告は、専用チャネルを介してアクセスポイントからブロードキ
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ャストされたビーコンフレーム、専用チャネルを介してアクセスポイントからブロードキ
ャストされたＦＩＬＳ発見フレーム、またはアクセスポイントからのプローブ応答のうち
の１つに含まれる。
【００７０】
　[0076]方法５００は、識別情報をブロードキャストすることの前に１つまたは複数の対
応するアクセスポイントからの１つまたは複数のブロードキャストされた近隣報告を検出
するために特定の時間期間の間専用チャネルをスキャンすることをさらに含むことができ
る。アクセスポイントは、１つまたは複数のブロードキャストされた近隣報告の対応する
信号強度に基づいて識別情報のブロードキャストを抑制すべきかどうかを決定する。たと
えば、別のアクセスポイントからブロードキャストされた別の近隣報告の受信信号強度が
第１の閾値を満たす場合、アクセスポイントからの特定の近隣報告のブロードキャストは
抑制され得る。別の例として、他のアクセスポイントからブロードキャストされた対応す
る近隣報告の信号強度が第２の閾値を満たす場合、アクセスポイントからの特定の近隣報
告のブロードキャストは抑制され得る。１つの例では、対応する近隣報告の信号強度は、
３つの対応する近隣報告の少なくとも３つの信号強度に対応する。方法５００は、第２の
近隣報告と第２のアクセスポイント能力情報とをアクセスポイントのプライマリ動作チャ
ネルでブロードキャストすることをさらに含むことができる。
【００７１】
　[0077]図６を参照すると、専用チャネルを介して高速初期リンクセットアップを可能に
する別の方法６００が説明される。方法６００は、図１～２のモバイルデバイス１２０を
使用して実行され得る。
【００７２】
　[0078]方法６００は、６０２において、ワイヤレスネットワークのアクセスポイントか
らのブロードキャストされた情報を検出するためにワイヤレスネットワークの専用チャネ
ルを第１の局においてスキャンすることを含む。たとえば、図１を参照すると、第１の局
１２０は、アクセスポイント１１０、１３０のうちの１つからのブロードキャストされた
情報を検出するために専用チャネル１５０をスキャンすることができる。
【００７３】
　[0079]特定の識別可能なアクセスポイントに関する識別情報は、６０４において、ブロ
ードキャストされた情報から得られ得る。たとえば、図１を参照すると、第１の局１２０
は、ブロードキャストされた情報に基づいてワイヤレスネットワークの特定の識別可能な
アクセスポイントに関する識別情報を得ることができる。ブロードキャストされた情報は
、近隣報告（たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉプロトコルによる低減された近隣報告
）、アクセスポイント能力情報、またはそれらの組合せを含むことができる。アクセスポ
イント能力情報は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉプロトコルに従ってＦＩＬＳインジケーシ
ョン要素で搬送され得る。アクセスポイント能力情報は、特定の識別可能なアクセスポイ
ントと関連したアクセスポイントセキュリティ情報と、特定の識別可能なアクセスポイン
トの上位レイヤ能力を示す上位レイヤ能力情報とを含むことができる。近隣報告は、専用
チャネルを介してアクセスポイントからブロードキャストされたビーコンフレーム、専用
チャネルを介してアクセスポイントからブロードキャストされたＦＩＬＳ発見フレーム、
またはアクセスポイントからのプローブ応答のうちの１つに含まれ得る。
【００７４】
　[0080]方法６００によれば、専用のものは、非重複チャネルのセットにおけるチャネル
（たとえば、特定のチャネル）を含むことができる。１つの例では、専用チャネルは、近
隣報告をブロードキャストするためにワイヤレスネットワークの多数のアクセスポイント
によって共有される共通チャネルを備える。アクセスポイントはＩＥＥＥ８０２．１１ａ
ｉアクセスポイントを含むことができ、ワイヤレスネットワークはＩＥＥＥ８０２．１１
ワイヤレスネットワークを含むことができる。１つの例では、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉ
アクセスポイントはデュアルバンドアクセスポイントを含む。別の例では、ＩＥＥＥ８０
２．１１ａｉアクセスポイントはシングルバンドアクセスポイントを含む。方法６００に
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よる近隣報告は、ワイヤレスネットワークにおける隣接アクセスポイントのリストを含む
ことができる。隣接アクセスポイントのリスト中の各アクセスポイントは、別個のチャネ
ルで動作することができる。
【００７５】
　[0081]方法６００は、ブロードキャストされた情報に基づいて特定の識別可能なアクセ
スポイントとの通信リンクを確立することをさらに含むことができる。たとえば、方法６
００は、ブロードキャストされた情報に基づいて特定の識別可能なアクセスポイントのプ
ライマリ動作チャネルを決定することを含むことができる。方法６００は、プライマリ動
作チャネルを介して特定の識別可能なアクセスポイントに認証フレームを送信することを
さらに含むことができる。方法６００は、特定の識別可能なアクセスポイントからの肯定
応答フレームを受信することをさらに含むことができる。
【００７６】
　[0082]方法６００は、ブロードキャストされた情報を検出することなく特定の時間期間
が経過した後、第１の局においてプローブ要求を専用チャネルを介してブロードキャスト
することをさらに含むことができる。方法６００は、プローブ要求をブロードキャストす
ることに応答したアクセスポイントからのプローブ応答を専用チャネルを介して受信する
ことをさらに含むことができる。プローブ応答は、方法６００に従って、ブロードキャス
トされた情報を含むことができる。
【００７７】
　[0083]図６の方法６００は、近隣報告とアクセスポイント能力情報とを得るために専用
チャネル１５０を利用することによって減少され得る、モバイルデバイス１２０と好まし
いアクセスポイントとの間の通信リンクを確立するための初期リンクセットアップ時間を
減少させることができる。たとえば、モバイルデバイス１２０は、８０２．１１ａｉアク
セスポイントを検出する前に多数のチャネルをスキャンするおよび／または探索すること
とは対照的にアクセスポイント１１０、１３０からの近隣報告およびアクセスポイント能
力情報に対して専用チャネル１５０をスキャンするおよび／または探索することができる
。したがって、近隣報告検出のために専用チャネル１５０を利用すると、８０２．１１ａ
ｉアクセスポイントによって能動的に使用されていないチャネルをモバイルデバイス１２
０がスキャンする可能性を減少させることができる。
【００７８】
　[0084]図７を参照すると、ワイヤレス通信デバイスのブロック図が示され、全体的に７
００で指定されている。デバイス７００は、メモリ７３２に結合されたデジタル信号プロ
セッサなどのプロセッサ７１０を含む。１つの例では、デバイス７００、またはその構成
要素は、図１～２のアクセスポイント１１０、１３０、図２のアクセスポイント２６０、
２７０、２８０、２９０、またはそれらの構成要素に対応することができる。別の例では
、デバイス７００は、図１～２のモバイルデバイス１２０またはその構成要素に対応する
ことができる。
【００７９】
　[0085]プロセッサ７１０は、メモリ７３２に記憶されたソフトウェア（たとえば、１つ
または複数の命令７６８のプログラム）を実行するように構成され得る。追加としてまた
は代替として、プロセッサ７１０は、ワイヤレスインターフェース７４０（たとえば、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１１ワイヤレスインターフェース）のメモリに記憶された１つまたは複数
の命令を実施するように構成され得る。１つの例では（たとえば、ワイヤレスデバイス７
００がアクセスポイントに対応する場合）、プロセッサ７１０は、図４の方法４００およ
び／または図５の方法５００に従って動作するように構成され得る。たとえば、プロセッ
サ７１０は、図４の方法４００および／または図５の方法５００を実行するために近隣ク
エリー／近隣報告論理部７６４を含むことができる。
【００８０】
　[0086]別の例では（たとえば、ワイヤレスデバイス７００がモバイルデバイス１２０に
対応する場合）、プロセッサ７１０は、図３の方法３００および／または図６の方法６０
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０に従って動作するように構成され得る。たとえば、プロセッサ７１０は、図３の方法３
００および／または図６の方法６００を実行するために近隣クエリー／近隣報告論理部７
６４を含むことができる。プロセッサ７１０は、さらに、１つまたは複数の近隣報告７７
０および／または１つまたは複数のプローブ要求７７２を受信し、決定し、および／また
は記憶するように構成され得る。たとえば、１つまたは複数の近隣報告７７０および／ま
たは１つまたは複数のプローブ要求７７２は、メモリ７３２に記憶され得る。１つまたは
複数の近隣報告７７０は、例示的な非限定の例として、第１の近隣報告１１４および／ま
たは第２の近隣報告１３４を含むことができる。１つまたは複数のプローブ要求７７２は
、図１～２のモバイルデバイス１２０などのモバイルデバイスによって生成されたプロー
ブ要求を含むことができる。
【００８１】
　[0087]ワイヤレスインターフェース７４０は、プロセッサ７１０とアンテナ７４２とに
結合され得る。たとえば、ワイヤレスインターフェース７４０はトランシーバ７４６を介
してアンテナ７４２に結合され得、その結果、アンテナ７４２を介して受信されたワイヤ
レスデータはプロセッサ７１０に供給され得る。
【００８２】
　[0088]ワイヤレスデバイス７００がモバイルデバイス１２０に対応する場合、符号器／
復号器（ＣＯＤＥＣ）７３４が、さらに、プロセッサ７１０に結合され得る。スピーカ７
３６とマイクロホン７３８とが、ＣＯＤＥＣ７３４に結合され得る。ディスプレイコント
ローラ７２６が、プロセッサ７１０とディスプレイデバイス７２８とに結合され得る。プ
ロセッサ７１０、ディスプレイコントローラ７２６、メモリ７３２、ＣＯＤＥＣ７３４、
およびワイヤレスインターフェース７４０は、システムインパッケージまたはシステムオ
ンチップデバイス７２２に含まれる。入力デバイス７３０と電源７４４とが、システムオ
ンチップデバイス７２２に結合される。その上、図７に示すように、ディスプレイデバイ
ス７２８、入力デバイス７３０、スピーカ７３６、マイクロホン７３８、アンテナ７４２
、および電源７４４は、システムオンチップデバイス７２２の外にある。しかしながら、
ディスプレイデバイス７２８、入力デバイス７３０、スピーカ７３６、マイクロホン７３
８、アンテナ７４２、および電源７４４の各々は、１つまたは複数のインターフェースま
たはコントローラなどのシステムオンチップデバイス７２２の１つまたは複数の構成要素
に結合され得る。
【００８３】
　[0089]説明された技法に関連して、装置は、ワイヤレスネットワークのアクセスポイン
トからのブロードキャストされた情報を検出するためにワイヤレスネットワークの専用チ
ャネルをスキャンするための手段を含む。たとえば、スキャンするための手段は、図７の
ワイヤレスインターフェース７４０、図７のトランシーバ７４６、図７の命令７６８を実
行するようにプログラムされたプロセッサ７１０、専用チャネルをスキャンするための１
つまたは複数の他のデバイス、回路、モジュール、もしくは命令、またはそれらの組合せ
を含むことができる。
【００８４】
　[0090]装置は、特定のアクセスポイントに関する識別情報をブロードキャストされた情
報から得るための手段をさらに含む。たとえば、識別情報を得るための手段は、図７のワ
イヤレスインターフェース７４０、図７の命令７６８を実行するようにプログラムされた
プロセッサ７１０、特定のアクセスポイントの情報を得るための１つまたは複数の他のデ
バイス、回路、モジュールもしくは命令、またはそれらの組合せを含むことができる。ブ
ロードキャストされる情報は、近隣報告（たとえば、低減された近隣報告）、アクセスポ
イント能力情報（たとえば、特定の識別可能なアクセスポイントと関連したアクセスポイ
ントセキュリティ情報、および特定の識別可能なアクセスポイントの上位レイヤ能力を示
す上位レイヤ能力情報）、またはそれらの組合せを含む。アクセスポイント能力情報は、
ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉプロトコルに従ってＦＩＬＳインジケーション要素で搬送され
る。
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【００８５】
　[0091]説明された技法に関連して、装置は、ワイヤレスネットワークの専用チャネルの
少なくとも１つのブロードキャストされた近隣報告の信号強度を決定するための手段を含
む。たとえば、信号強度を決定するための手段は、図７の命令７６８を実行するようにプ
ログラムされたプロセッサ７１０、専用チャネルの少なくとも１つのブロードキャストさ
れた低減された近隣報告の信号強度を決定するための１つまたは複数の他のデバイス、回
路、モジュール、もしくは命令、またはそれらの組合せを含むことができる。
【００８６】
　[0092]装置は、信号強度が閾値を満たし損なっているという決定に応答して専用チャネ
ルを介して識別情報をブロードキャストするための手段をさらに含む。たとえば、ブロー
ドキャストするための手段は、図５のワイヤレスインターフェース７４０、図７のトラン
シーバ７４６、図７のアンテナ７４２、図７の命令７６８を実行するようにプログラムさ
れたプロセッサ７１０、低減された近隣報告をブロードキャストするための１つまたは複
数の他のデバイス、回路、モジュールもしくは命令、またはそれらの組合せを含むことが
できる。識別情報は、近隣報告（たとえば、低減された近隣報告）、アクセスポイント能
力情報（たとえば、アクセスポイントと関連したアクセスポイントセキュリティ情報、お
よびアクセスポイントの上位レイヤ能力を示す上位レイヤ能力情報）、またはそれらの組
合せを含む。アクセスポイント能力情報は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉプロトコルに従っ
てＦＩＬＳインジケーション要素で搬送される。
【００８７】
　[0093]本明細書で開示された技法に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、
構成、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、プロセッ
サによって実行されるコンピュータソフトウェア、または両方の組合せとして実装され得
ることを当業者はさらに理解するであろう。様々な例示的な構成要素、ブロック、構成、
モジュール、回路、およびステップが、概してそれらの機能に関して上述された。そのよ
うな機能がハードウェアとして実装されるかまたはプロセッサ実行可能命令として実装さ
れるかは、特定用途とシステム全体に課せられる設計制約とにより決まる。当業者は、説
明された機能を特定の用途ごとに様々な方法で実装することができるが、そのような実装
の決定は、本開示の範囲からの逸脱を引き起こすと解釈されるべきでない。
【００８８】
　[0094]本明細書で開示された技法に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステ
ップは、直接ハードウェアで具現されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェア
モジュールで具現されるか、または２つの組合せで具現され得る。ソフトウェアモジュー
ルは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、フラッシュメモリ、読取り専用メモリ（ＲＯ
Ｍ）、プログラマブル読取り専用メモリ（ＰＲＯＭ）、消去可能プログラマブル読取り専
用メモリ（ＥＰＲＯＭ）、電気消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ
（登録商標））、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、コンパクトディス
ク読取り専用メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、または当技術分野で知られている任意の他の形態
の非一時的（ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｉｅｎｔ）（たとえば、非一時的（ｎｏｎ－ｔｒａｎｓ
ｉｔｏｒｙ））記憶媒体に存在することができる。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記
憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるようにプロセッサに
結合される。代替では、記憶媒体はプロセッサと一体とすることができる。プロセッサお
よび記憶媒体は、特定用途向けの集積回路（ＡＳＩＣ）に存在することができる。ＡＳＩ
Ｃは、コンピューティングデバイスまたはユーザ端末に存在することができる。代替では
、プロセッサおよび記憶媒体は、コンピューティングデバイスまたはユーザ端末に個別の
構成要素として存在することができる。
【００８９】
　[0095]開示された技法の先の説明は、開示された技法を当業者が行うかまたは使用でき
るようにするために提供されている。これらの技法への様々な変更は、当業者には容易に
明らかであり、本明細書で定義された原理は、本開示の範囲から逸脱することなしに他の
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技法に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書に示された実施形態に限定される
ものではなく、以下の特許請求の範囲によって定義されるような原理および新規な特徴と
矛盾しない可能な最大の範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　識別情報をアクセスポイントにおいて生成すること、前記識別情報は、近隣報告、アク
セスポイント能力情報、またはそれらの組合せを含み、ここにおいて、前記アクセスポイ
ント能力情報は、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｉプロトコルに従って
高速初期リンクセットアップ（ＦＩＬＳ）インジケーション要素で搬送される、と、
　ワイヤレスネットワークにおける専用チャネルを介して前記識別情報をブロードキャス
トすることと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記近隣報告は、前記ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉプロトコルに従う低減された近隣報告
を含む、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記アクセスポイント能力情報は、前記アクセスポイントと関連したアクセスポイント
セキュリティ情報と、前記アクセスポイントの上位レイヤ能力を示す上位レイヤ能力情報
とを含む、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記専用チャネルは、非重複チャネルのセットにおける特定のチャネルを備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記アクセスポイントは、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセスポイントを備え、前記ワ
イヤレスネットワークは、ＩＥＥＥ８０２．１１ワイヤレスネットワークを備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセスポイントは、デュアルバンドアクセスポイント
を備える、
　Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉアクセスポイントは、シングルバンドアクセスポイント
を備える、
　Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記近隣報告は、前記ワイヤレスネットワークにおける隣接アクセスポイントのリスト
を含む、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記隣接アクセスポイントのリスト中の各アクセスポイントは、別個のチャネルで動作
している、
　Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記近隣報告は、前記専用チャネルを介して前記アクセスポイントからブロードキャス
トされたビーコンフレーム、前記専用チャネルを介して前記アクセスポイントからブロー
ドキャストされたＦＩＬＳ発見フレーム、または前記アクセスポイントからのプローブ応
答のうちの１つに含まれる、
　Ｃ１に記載の方法。



(27) JP 6215489 B2 2017.10.18

10

20

30

40

50

［Ｃ１１］
　前記専用チャネルは、近隣報告をブロードキャストするために前記ワイヤレスネットワ
ークの多数のアクセスポイントによって共有される共通チャネルを備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記識別情報を前記ブロードキャストすることの前に１つまたは複数の対応するアクセ
スポイントからの１つまたは複数のブロードキャストされた近隣報告を検出するために特
定の時間期間の間前記専用チャネルをスキャンすることをさらに備え、
　前記アクセスポイントは、前記１つまたは複数のブロードキャストされた近隣報告の対
応する信号強度に基づいて前記識別情報の前記ブロードキャストを抑制すべきかどうかを
決定する、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　第２の近隣報告と第２のアクセスポイント能力情報とを前記アクセスポイントのプライ
マリ動作チャネルでブロードキャストすることをさらに備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　別のアクセスポイントからブロードキャストされた別の近隣報告の受信信号強度が第１
の閾値を満たす場合、前記アクセスポイントからの特定の近隣報告のブロードキャストが
抑制される、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　他のアクセスポイントからブロードキャストされた対応する近隣報告の信号強度が第２
の閾値を満たす場合、前記アクセスポイントからの特定の近隣報告のブロードキャストが
抑制される、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記対応する近隣報告の信号強度は、３つの対応する近隣報告の少なくとも３つの信号
強度に対応する、
　Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
　を備え、前記メモリは、
　　識別情報をアクセスポイントにおいて生成すること、前記識別情報は、近隣報告、ア
クセスポイント能力情報、またはそれらの組合せを含み、前記アクセスポイント能力情報
は、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｉプロトコルに従って高速初期リン
クセットアップ（ＦＩＬＳ）インジケーション要素で搬送される、と、
　　前記識別情報をワイヤレスネットワークの専用チャネルを介してブロードキャストす
ることと
　を備える動作を実行するために前記プロセッサによって実行可能である命令を記憶する
、
　装置。
［Ｃ１８］
　前記近隣報告は、前記ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉプロトコルによる低減された近隣報告
を含む、
　Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記アクセスポイント能力情報は、前記アクセスポイントと関連したアクセスポイント
セキュリティ情報と、前記アクセスポイントの上位レイヤ能力を示す上位レイヤ能力情報
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とを含む、
　Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記近隣報告は、前記専用チャネルを介して前記アクセスポイントからブロードキャス
トされたビーコンフレーム、前記専用チャネルを介して前記アクセスポイントからブロー
ドキャストされたＦＩＬＳ発見フレーム、または前記アクセスポイントからのプローブ応
答のうちの１つに含まれる、
　Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記専用チャネルは、近隣報告をブロードキャストするために前記ワイヤレスネットワ
ークの多数のアクセスポイントによって共有される共通チャネルを備える、
　Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記動作は、
　前記識別情報を前記ブロードキャストすることの前に１つまたは複数の対応するアクセ
スポイントからの１つまたは複数のブロードキャストされた近隣報告を検出するために特
定の時間期間の間前記専用チャネルをスキャンすることをさらに備え、
　ここにおいて、前記アクセスポイントが、前記１つまたは複数のブロードキャストされ
た近隣報告の対応する信号強度に基づいて前記識別情報の前記ブロードキャストを抑制す
べきかどうかを決定する、
　Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２３］
　プロセッサによって実行されたとき、前記プロセッサに、
　識別情報をアクセスポイントにおいて生成すること、前記識別情報は、近隣報告、アク
セスポイント能力情報、またはそれらの組合せを含み、前記アクセスポイント能力情報は
、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｉプロトコルに従って高速初期リンク
セットアップ（ＦＩＬＳ）インジケーション要素で搬送される、と
　ワイヤレスネットワークの専用チャネルを介する前記識別情報のブロードキャストを開
始することと
　を行わせる命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２４］
　前記近隣報告は、前記ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉプロトコルによる低減された近隣報告
を含む、
　Ｃ２３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２５］
　ワイヤレスネットワークの専用チャネルの少なくとも１つのブロードキャストされた近
隣報告の信号強度を決定するための手段と、
　前記信号強度が閾値を満たし損なっているという決定に応答して前記専用チャネルを介
して識別情報をブロードキャストするための手段、前記識別情報は、近隣報告、アクセス
ポイント能力情報、またはそれらの組合せを含み、前記アクセスポイント能力情報は、電
気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｉプロトコルに従って高速初期リンクセッ
トアップ（ＦＩＬＳ）インジケーション要素で搬送される、と
　を備える、装置。
［Ｃ２６］
　前記近隣報告は、前記ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉプロトコルに従って低減された近隣報
告を含む、
　Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記専用チャネルは、非重複チャネルのセットにおける特定のチャネルを備える、
　Ｃ２５に記載の装置。
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［Ｃ２８］
　前記専用チャネルは、近隣報告をブロードキャストするために前記ワイヤレスネットワ
ークの多数のアクセスポイントによって共有される共通チャネルを備える、
　Ｃ２５に記載の装置。
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